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まず, 本題の証明に入る前にいくつか準備をする.

(注意) : Pが c.c.c.を満たすので ωM
1 = ω

M [G]
1 である. よって, ω1 はM におけるもの

かM [G]におけるものかは気にしないでよい.

(補題) : S ∈ P(ω1)
M [G] がM [G]における定常集合であり, T ∈ P(ω1)

M が S ⊂ T を

満たすなら T はM における定常集合である.

(証明) : T が定常でないとするとM において c.u.b.集合 C ∈ P(ω1)
M を C ∩ T = ∅

となるようにとれる. しかし, c.u.b.という概念は絶対的であるので C はM [G]において

も c.u.b.であり, ∅ ≠ C ∩ S ⊂ C ∩ T となり矛盾する.

本題の証明に入る. M [G] における ♢-列 f = ⟨Aα : α < ω1⟩ ∈ M [G] をとる. p ∈ P
と ḟ ∈ MP を ḟG = f かつ p ∥− (ḟ は ♢-列) なるものとする. 各 α < ω1 について,

Bα = {A ∈ P(α)M : ∃q ≤ p(q ∥− Ǎ = ḟ(α̌))} と定める. ここで, Bα ∈ M であり, P が
c.c.c.を満たすので (|Bα| ≤ ω)M である. ⟨Bα : α < ω1⟩ ∈ M がM における ♢−-列であ

ることを示せばよい.

A ∈ P(ω1)
M を任意にとる. T = {α < ω1 : A ∩ α ∈ Bα} ∈ M が M において定常

であることを示せばよい. f がM [G]における ♢-列であるので S = {α < ω1 : A ∩ α =

Aα} ∈ M [G]はM [G]において定常である.

(主張) : S ⊂ T である.

(証明) : α ∈ S とする. A ∈ M であるので, Aα = A ∩ α ∈ P(α)M である.

(Aα)
ˇ
G = Aα = (ḟ(α̌))G なので, Aα ∈ Bα である. よって, α ∈ T である.

補題により, T はM における定常集合である.
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